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1. はじめに 
真空アーク蒸着法で得られる DLC 膜は，

tetrahedral amorphous Carbon（ta-C）膜であり，

高い硬度と耐凝着性を備え，Al などのドライ

切削工具の保護膜などに利用されている。我々

は，高速成膜を実現する新しい真空アーク蒸着

システムとして，自己磁界を発生させるコイル

陽極を用いた直線型フィルタードアーク蒸着

装置（HR-FAD）の開発を進めている 1)。同装

置の DLC 用（HR-FAD: type carbon）を用いて

ta-C膜を形成できることを実証した 2)。しかし，

陰極の利用状況が生産装置としては不満足で

あるという課題があった。 
陰極の利用状況は陰極点の磁気駆動と密接

に関係している。炭素陰極の場合，金属陰極に

比べて陰極点の駆動速度が遅く，磁気駆動が容

易ではない 3)。陰極点が運動する位置は，陰極

表面において垂直方向磁束密度 Bz がゼロとな

る付近だと報告されている 4)。そこで，本研究

では，HR-FAD: type carbon において，陰極点

駆動が可能な磁界構成の検討を行った。 
 
2. 実験方法 

陰極（50φ）表面および周辺の磁束密度分布

を 3 軸テスラメータ（LakeShore, F71）で計測

した。陰極後方には棒状のネオジウム磁石を配

置した。コイル陽極には 30 A を流した。磁界

調整変数は外周コイルに流す電流 Iocとした。 
放電試験は次のように行った。未使用の陰極

を用い，5 分間連続運転を行い，陰極の様子を

観察した。 
 
3. 実験結果と考察 

Fig.1 に，陰極表面レベルにおいて垂直方向

磁束密度 Bz がゼロとなる位置を示す。外周コ

イル電流が大きくなると，その位置が陰極中心

方向よりになることがわかる。陰極半径を破線

で示す。今回の場合，外周コイル電流 Iocは 2.5 
A 程度がよさそうであることがわかる。 

Fig.2 に Ioc=2.5 A の場合の放電試験の結果を

示す。放電痕から，陰極点が陰極表面上を同心

円状に運動したことがわかる。陰極表面からの

逸脱もあまり見られず，適切に陰極が利用でき

た様子が見られた。 
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Fig.1. Position for Bz=0 on the level  

of cathode surface. 

 

Fig.2  Erosion of graphite cathode (50 mmϕ) when 
Ioc = 2.5 A. 
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